
吉川レポート令和８年６月号 

  

 

 

 

 

 

 吉川まちづくり自治協議会令和８年度通常総会(吉川地区

自主防災会第９回総会)を５月１７日午前１０時から吉川地域

センターで開催し、全会員７４５名のうち６０７個の評決

（81％）をもって、反対なしで全議案を議決しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 総会は、宮迫副議長の開会あいさつで始まり、同氏を仮議長と

し、会員の出席状況報告を受け、定足数を満たしていることから８

年度総会の成立を宣言。 

 次に議長選出に入り、前藤富雄さ

ん(東郷区)を議長に選出した後、議

事録署名人に長谷川孝幸さん(戸坂

自治会)、叶信二さん(理事)を指名

し、会長あいさつとなりました。 

 村主武彦会長は「マイクロン社増設・市営産業団

地など多くの工事が進められており４～５年後吉

川は大きく変わっていくこととなる。住民の皆さん

の意見をいただき、これらの地域課題に対応す

る。」とあいさつしました。続いて来賓として出席を

いただいた東広島市地域振興部八本松出張所 

戸光所長からあいさつを受けました。 

 議事に入り、第１号議案を理事会・監事から説明した後質疑応

答に入りました。(説明者：事業報告（角谷総務部会長）、収支決

算報告（平﨑会計責任者）、監査報告（中尾監事）、地域センター

事業報告（堀家地域センター事務職員）) 

＜報告に関する質疑応答＞ 

会員：住民増の具体的取り組み状況を聞きた

い。 

理事会：市関係部所・マイクロン社・ひとむすび等

と地元で吉川活性化 PJT 会議を理事会に設

けている。この中で移住定住を進めるために 

住宅が持てる施策を検討している。住宅地化の阻害要因とな

っている第１種農地からの転用の可能性を要望してきた。これ

まで５０戸連たん制度では吉川が適用にならなかったが、５０戸

連たんエリア指定のところまで進めている。市営産業団地も引

き金に住宅地化を要望している。今はとにかく住宅が建てられ

るように取り組む。 

質疑後採決となり、第１号議議案は、拍手で承認・決定されまし

た。 

続いて事業計画・予算書を理事会が説明した後質疑に入りまし↗ 

 

 

 

↙た。(説明者：事業計画（角谷総務部会長）、予算（平﨑会計責

任者）、地域センター事業計画（堀家地域センター事務職員）) 

＜事業計画・予算に関する質疑応答＞ 

 

 

会員：交通渋滞が激しく、通勤車両、大型トラックが増加傾向にあ

る。大型トレーナーの運行経路の規制を求める。この際合わせ

て全体の道路整備も図るよう求めるようお願いする。 

理事会：今半導体産業は拡大基調で設備投資も大きい。折々の

状況に応じて地域で知恵を出し合い解決を図ってきた実績が

ある。道路渋滞問題については、市県が住民説明会で対応策

を説明している。渋滞緩和に関する明快な対応策の説明はな

いが、渋滞が発生しているとの認識はある。 

大型トレーナー通行について、マイクロン社増設説明会で住

民からの意見を受けて、施工者側は、戸坂峠及び吉川地内の

横断歩道のない県道は通行しないことを決めている。夜間の通

行・騒音の抑制について発注者・施工者に求めている。今後も

相手方に声を出して、話合い、解決策を探していく。 

会員：吉川大多田線の起点となる三叉路の安全確保を図ってい

ただきたい。 

理事会：三叉路の安全策確保について求め続けている。信号機

設置も選択肢としてあるが、逆に交通渋滞を起こしはしないか

との懸念がある。意見をお願いしたい。提案のように安全優先

が基本として進められる。また、三叉路から飛び出す工事関係

車両があることから、施工者が実態調査を行っている。結果の

報告を受ける。 

会員：財政基盤の見直しとなった背景を知りたい。 

理事会：基金のトリガーは、

財産区からの補助金削

減である。他所の住民自

治協議会は市交付金の

みを活動資金としてお

り、吉川も交付金の範囲 

で事業を行う、を基本とし、やむをえない事業は基金の利息等

を活用していく、基金を食いつぶさないことを基本に考えたい。 

 

 

会員：エコボックスがいつも満杯だ。回収を適宜にお願いする。鍵

も難しいので改善を求める。 

理事会：現状を把握しており、適宜対応する。鍵がかかりにくい点

は改善を求める。 

質疑後採決となり、第２号議議案は拍手で承認・決定されました。 

続いて吉川自主防災会事業報告・会計報告・監査報告・事業計

画・予算書を理事会が説明した後質疑に入りました。 

会員：畔焼きなど危険な状況がある。自治会長として注意喚起は

できるか。 

理事会：畔焼きは禁止されていないが、ごみを焼くことは禁止され

ている。野焼きの危険性など注意喚起は良いことと思う。↓ 

【令和８年度総会模様】 

【前藤議長、村主会長】

【戸光所長】 

【中尾監事】 

【堀家理事・平﨑理事・角谷副会長】 
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↑市消防局のアドバイスを受けることもできる 

会員：県道を跨いだ用水路が狭く３０年豪雨ではあ

ふれてた。県土木は直ぐにはできないとあった。 

理事会：道路管理者と話す必要がある。問題が発

生した時は写真に残してほしい。過日の「県市の

片側２車線化住民説明会」の際に、同様の質問が

なされ、県からは道路改良時に排水路の改善を行

うとの見解であった。状況を見て判断したい。 

質疑後採決となり、第３号議議案は、拍手で承認・

決定されました。 

役員交代 堀家理事から藤島理事に 
続いて、第４号議案につては前藤議長から、理事１

名の交代であり質疑を省略して採決に入ることを

提案し、特段の質疑もなく、拍手で承認された。 

 新任の藤島恵美子理事のあいさつの後、退任す

る堀家正枝理事があいさつし、出席者全員の拍手

で感謝を表しました。 

引き続き、議長解任、閉会あいさつの後、総会を

閉会しました。 

＜令和 8 年度通常総会における事前意見＞ 
総会前にいただいた意見と理事会の見解は

以下の通りです。なお意見と見解は総会の付

属資料として出席者に配布しました。 

意見：半導体会社を中心とした地域開発は地域住

民に影響を及ぼす。情報をオープンに、広く意見

を聞き進めるようお願いする。 

意見：開発計画が吉川地域の発展に資するもので

あって欲しい。自治協の関与を要望する。 

理事会：地域住民の住環境に及ぼす変化に対し、

最大限の住民合意を得て、変化の源と話合い解

決を図ることが理事会に付託された任務と考え

る。住民自らがウェルビーイングな暮らしづくりを

考えることも重要。事象を地全体の地域課題と

受け止め、情報共有を図り話し合う。 

意見：開発工事で交通量も増え、農道や小道を走

行する車も多い。危ない。 

理事会：企業・工事関係社には原則県道移動の協

力を要請している。今後も関係者と相談する。 

意見：夏祭り・敬老会・とんど・等は継続願いたい。 

理事会：住民間交流は、コミュニティ(共同体)の基

本。今後ともイベントの充実を図る。 

意見：担う人の高齢化で道路・河川側面の草刈り

作業が危険だ。 

理事会：住環境保全の視点で「草刈り作業」を一緒

に考えましょう。 

意見：県道との三又路における自転車通行の安全

確保策実施を望む。 

意見：吉川内の道路状態が悪い。 

理事会：実情に合った改善策が見いだせていない

が、三又路の自転車・歩行者の安全確保策を関

係機関にお願いする。道路のわだち等について

は、企業とも連携して市に改良を求めていく。 

意見・理事会：平成２９年地縁団体以後規約の改

定はないが、規定等入用であれば事務局に連絡

ください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総会後、第１回理事会を開催し、８年度の役員分掌を確認後、事業の具体化

を審議しました。新たに設ける「基金運用検討会」と「５ヵ年計画委員会」の構

成と進め方なども決めました。意見交換で、「林野火災被害が出ており、１月～

５月の間、気象状況で林野火災注意報・警報が発令される。とんども対象で事

前届け出制となり、警報時は禁止となる」件を協議し、理事会として詳細を確 

認した上で、２７日開催の全

役員会で対応を協議するこ

ととしました。 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

  俳句教室 

大正琴 

健康体操 ｸﾗﾌﾄ教室 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

史跡保存会 

空手 
夏祭り実行委 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

 書道教室 健康体操 

編物教室 

琴の会 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

ｵｶﾘﾅ教室 

空手 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

主催講座 
火起こし挑戦 

ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ 

大正琴 

健康体操  三弦の会 げんき塾 

ヨガ教室 

JA 研修会 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 空手 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

 書道教室 健康体操 

編物教室 

琴の会 げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 

ｵｶﾘﾅ教室 

JA 女性部 

空手 

全役員会 

２８ ２９ ３０     

  健康体操 

 

    

目にやさし心にやさし春の雨 孝子 

夏めくや里の山々艶やかに  正枝 

＜今月の句＞ 
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▽俳句教室の皆さんの作品。 

句会は毎月第１月曜日９時３０分から始まります⇓ 

地域センターで活動する皆さんの作品をロビーに 

展示しています。展示希望の方も受付けています。 

 
↑書：二宮美恵子さん 

令和８年 6 月 吉川地域センター 講座他予定表 

開催日など変更となる場合があります。 

“吉川レポート”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会ご連絡下さい。 

 ※文中、吉川自治協は吉川まちづくり自治協議会の略称として使用しています。 

吉
川
ま
ち
づ
く
り
自
治 

協
議
会
６
月
予
定
表 

【理事会の模様】 


